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12 月定例会における議案などの審議結果
議案等番号 件名 議決結果

議案第64号 令和５年度西条市一般会計及び特別会計歳入歳出決算の認定
について

認　定
議案第65号 令和５年度西条市水道事業会計決算の認定について

議案第66号 令和５年度西条市病院事業会計決算の認定について

議案第67号 令和５年度西条市公共下水道事業会計決算の認定について

議案第79号 令和６年度西条市一般会計補正予算（第６回）の専決処分に
ついて 承　認

議案第80号 令和６年度西条市一般会計補正予算（第７回）について

原案可決

議案第81号 令和６年度西条市国民健康保険特別会計補正予算（第２回）
について

議案第82号 令和６年度西条市後期高齢者医療保険特別会計補正予算（第１
回）について

議案第83号
橋りょう耐震化事業に伴う四国縦貫自動車道と交差する西条
市が管理する裏ノ谷第一橋における耐震補強工事委託に関す
る変更協定の締結について

議案第84号 第３期西条市総合計画基本構想の策定について

議案第85号 西条市丹原高齢者生活福祉センター及び西条市小松生きがい
デイサービスセンターの指定管理者の指定について

議案第86号 西条市西部総合福祉センターの指定管理者の指定について

議案第87号 西条市休日夜間急患センターの指定管理者の指定について

議案第88号 西条市やすらぎ苑の指定管理者の指定について

議案第89号 西条市食の創造館の指定管理者の指定について

議案第90号 西条市ひと・夢・未来創造拠点複合施設の指定管理者の指定
について

議案第91号 西条市石鎚ふれあいの里の指定管理者の指定について

議案第92号 西条市観光交流センターの指定管理者の指定について

議案第93号 新たに生じた土地の確認について

議案第94号 字の区域の変更について

議案第95号 字の新設及び区域の変更並びに小字の廃止について

議案第96号 愛媛県市町総合事務組合を組織する地方公共団体の数の減少
及び組合規約の変更について

議 員 別  議 案 等 賛 否 一 覧 表 上表には議案などの審議結果を、下表には賛否が分かれた議案など（上表の網掛
け部分）の状況を掲載しています。（現議員数27名）

（賛成：反対）

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28
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議案第64号 25：１ × ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

請願第35号 2：24 ◯ × × × × × × × × × × × × × × × × ◯ × × × × × × × ×

請願第36号 2：24 ◯ × × × × × × × × × × × × × × × × ◯ × × × × × × × ×

請願第37号 2：24 ◯ × × × × × × × × × × × × × × × × ◯ × × × × × × × ×

※ ○：議案などに対して賛成　×：議案などに対して反対　　　　　※ 楠　　學議員は、議長職のため表決に加わっていません。

議 案 等

議 員 名

令和６年度補正予算（総額14億2,522万7千円）を可決
　令和６年第６回12月定例会は、12月10日から令和
７年１月９日まで開催され、議案3８件及び報告１件
を審議し、最終日には、議案などの採決を行いまし
た。
　また、２会派の代表者が代表質問を、議員15人
が議案質疑と一般質問を行いました。発言の要旨は、
会派別に３ページから８ページに掲載しています。

12月
定例会

議案等番号 件名 議決結果

議案第97号 愛媛県市町総合事務組合からの構成団体の脱退に伴う財産処
分について

原案可決議案第98号 西条市職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例につ
いて

議案第99号 西条市特別会計条例等の一部を改正する等の条例について

議案第100号 西条市下水道条例の一部を改正する条例について 継続審査

議案第１号 令和６年度西条市一般会計補正予算（第８回）について

原案可決

議案第２号 令和６年度西条市国民健康保険特別会計補正予算（第３回）　
について

議案第３号 令和６年度西条市介護保険特別会計補正予算（第４回）につい
て

議案第４号 令和６年度西条市ひうち地域振興整備事業特別会計補正予算
（第１回）について

議案第５号 令和６年度西条市後期高齢者医療保険特別会計補正予算（第２
回）について

議案第６号 西条市職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例につい
て

議案第７号 令和６年度西条市一般会計補正予算（第９回）について

議案第８号 教育長の任命について
同　意

議案第９号 公平委員会委員の任命について

報告第17号 損害賠償請求事件における和解の専決処分について 報告聴取

委員会提出
議案第１号

西条市議会の個人情報の保護に関する条例の一部を改正する条
例について

原案可決委員会提出
議案第２号 西条市議会委員会条例の一部を改正する条例について

議員提出
議案第１号

女性差別撤廃条約選択議定書の速やかな批准を求める意見書に
ついて

選挙第３号 西条市選挙管理委員及び同補充員の選挙について --

請願第35号 中小業者の家族従業者の人権保障のため「所得税法第56条の廃
止または見直しを求める意見書」の提出に関する請願

不採択請願第36号 学校給食の無償化を求める請願

請願第37号 住民の生命、自由及び幸福追求権が侵害されないよう知事に
伊方原発稼働同意の撤回を求める決議に関する請願

議 

長

令和６年第６回12月定例会　本会議
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指
定
ご
み
袋
有
料
化
施
策
の

方
向
性
は
？

現
在
の
指
定
ご
み
袋
の

有
料
化
に
関
す
る
施
策

は
、
ご
み
の
減
量
に
資
す
る
と
同

時
に
、
受
益
者
負
担
の
原
則
、
次

の
世
代
へ
の
負
担
を
軽
減
で
き
る

施
策
で
あ
る
と
考
え
る
。
市
長
の

公
約
で
あ
る
旧
指
定
ご
み
袋
の
使

用
期
限
撤
廃
は
、
現
施
策
と
相
反

し
て
い
る
が
、
そ
の
理
由
と
今
後

の
方
向
性
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
。

　

ま
た
、
仮
に
現
施
策
を
変
更
す

る
場
合
に
は
、
廃
棄
物
減
量
等
推

進
審
議
会
へ
の
説
明
、
廃
棄
物
の

処
理
及
び
環
境
美
化
に
関
す
る
条

例
の
改
正
、
市
民
へ
の
周
知
、
販

売
店
へ
の
説
明
な
ど
、
い
ろ
い
ろ

な
準
備
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る

が
、
市
民
の
か
た
が
た
の
混
乱
を

避
け
て
ど
の
よ
う
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
で
進
め
て
い
く
の
か
。

現
時
点
で
は
、
令
和
７
年

４
月
１
日
か
ら
ご
み
の
完

全
有
料
化
が
開
始
予
定
で
あ
る
が
、

市
長
選
挙
の
中
で
、
旧
指
定
ご
み

袋
の
使
用
期
限
撤
廃
や
指
定
ご
み

袋
の
無
料
化
を
求
め
る
声
が
多
く

寄
せ
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
旧
指
定

ご
み
袋
の
使
用
期
限
撤
廃
を
公
約

と
し
て
掲
げ
た
。
旧
指
定
ご
み
袋

の
使
用
期
限
に
つ
い
て
は
、
当
分

の
間
の
使
用
期
限
延
長
が
望
ま
し

い
と
考
え
る
た
め
、
旧
指
定
ご
み

袋
の
使
用
期
限
を
延
長
す
る
条
例

改
正
を
視
野
に
入
れ
て
い
る
。

　

現
施
策
を
変
更
す
る
に
は
、
日

程
が
厳
し
い
こ
と
は
承
知
し
て
お

り
、
慎
重
に
進
め
て
い
き
た
い
。

周
桑
病
院
の
経
営
安
定
に

向
け
て
ど
う
取
り
組
む
？

西
条
市
立
周
桑
病
院
の

病
院
事
業
会
計
と
指
定

管
理
者
で
あ
る
医
療
法
人
専
心
会

の
経
営
状
況
は
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
の
か
。

　

ま
た
、
病
院
経
営
に
大
き
な
影

響
を
与
え
る
医
師
の
確
保
に
ど
の

よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

病
院
事
業
会
計
に
つ
い
て

は
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰

入
金
な
ど
を
主
な
収
入
と
し
、
企

業
債
の
元
利
償
還
金
や
一
定
以
上

の
建
物
の
修
繕
な
ど
に
か
か
る
経

費
を
支
出
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
医
療
法
人
専
心
会
の
経

営
状
況
に
つ
い
て
は
、
指
定
管
理

を
開
始
し
た
平
成
22
年
度
か
ら
令

和
４
年
度
ま
で
黒
字
経
営
を
継
続

し
て
い
た
が
、
令
和
５
年
度
に
初

め
て
収
支
が
赤
字
と
な
っ
た
。

　

現
在
、
経
費
の
節
減
は
も
と
よ

り
、
人
間
ド
ッ
ク
利
用
者
の
増
加

や
訪
問
看
護
の
強
化
な
ど
に
努
め

て
お
り
、
改
善
傾
向
に
は
あ
る
が
、

安
定
し
た
経
営
状
況
に
な
る
ま
で

に
は
、
ま
だ
し
ば
ら
く
時
間
が
か

か
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

　

当
病
院
が
二
次
救
急
当
番
病
院

と
し
て
の
役
割
を
じ
ゅ
う
ぶ
ん
果

た
す
た
め
に
は
、
非
常
勤
医
師
の

確
保
が
最
優
先
事
項
で
あ
り
、
大

学
や
関
係
医
療
機
関
な
ど
と
の
連

携
を
図
り
な
が
ら
、
早
期
に
確
保

で
き
る
よ
う
取
り
組
み
た
い
。

今
後
の
行
政
運
営
に
対
す
る

市
長
の
基
本
的
な
考
え
は
？

効
率
的
な
行
政
運
営
を
目

指
す
一
方
、
障
害
者
や
母

子
家
庭
な
ど
の
社
会
的
弱
者
に
も

じ
ゅ
う
ぶ
ん
な
配
慮
が
必
要
で
あ

る
。
ま
た
、
厳
し
い
限
ら
れ
た
財

源
の
中
で
、
行
政
運
営
に
は
市
民

か
ら
の
反
応
に
一
喜
一
憂
す
る
こ

と
な
く
、
信
念
と
合
理
性
を
持
っ

て
政
策
の
優
先
順
位
を
付
け
、
遂

行
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

市
長
は
、
今
後
４
年
間
の
行
政

運
営
に
当
た
り
、
ど
の
よ
う
な
認

識
を
持
っ
て
い
る
の
か
。

今
後
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野

に
お
い
て
、
市
民
に
対
し

て
適
切
、
か
つ
、
じ
ゅ
う
ぶ
ん
な

支
援
を
行
う
こ
と
を
最
優
先
と
考

え
て
お
り
、
例
え
ば
、
障
害
者
や

生
活
困
窮
者
な
ど
に
対
す
る
き
め

細
か
な
配
慮
と
支
援
を
行
っ
て
い

き
た
い
。

　

ま
た
、
ど
の
地
域
に
お
い
て
も

活
力
を
持
続
で
き
る
よ
う
、
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
と
活
性
化

に
努
め
て
い
き
た
い
。

　

更
に
、
全
て
の
市
民
が
健
や
か

で
幸
せ
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を

実
現
す
る
た
め
に
、
教
育
や
福
祉
、

医
療
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
る
施
策

に
つ
い
て
、
地
域
全
体
が
一
体
と

な
っ
て
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と

考
え
て
い
る
。
特
に
、
子
ど
も
や

高
齢
者
、
障
害
者
な
ど
、
支
援
が

必
要
な
か
た
が
た
へ
の
サ
ポ
ー
ト

を
強
化
す
る
こ
と
で
、
誰
も
が
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
の
実
現
に

向
け
、
今
後
４
年
間
、
行
政
運
営

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

令和６年第６回12月定例会　本会議

答

一　

色　

輝　

雄 
議
員

（
代
表
質
問
）

１　

市
政
運
営
の
基
本
的
な
考

え
に
つ
い
て

  
西
条
自
民

西
条
自
民

　
　
　
ク
ラ
ブ

　
　
　
ク
ラ
ブ

答

問 伊　

藤　

孝　

司 

議
員

（
一
般
質
問
）

１　

行
財
政
運
営
に
つ
い
て

問
１

問
２

答

ごみの減量化を図る取組を
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本
市
に
お
け
る
安
全
性
は
？

国
は
、
水
質
管
理
目
標
設

定
項
目
で
、
一
万
種
類
以

上
あ
る
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
の
代
表
物
質
で

あ
る
、
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
、
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
の

合
算
値
を
１
リ
ッ
ト
ル
当
た
り
50

ナ
ノ
グ
ラ
ム
以
下
と
す
る
暫
定
目

標
値
を
定
め
て
い
る
。

　

令
和
４
年
度
に
環
境
省
な
ど
が

行
っ
た
調
査
で
は
、
全
国
16
都
府

県
の
河
川
や
地
下
水
な
ど

111
地
点

で
暫
定
目
標
値
を
超
え
る
濃
度
が

検
出
さ
れ
て
い
る
が
、
本
市
の
水

質
検
査
の
結
果
は
ど
の
よ
う
に
な

っ
て
い
る
の
か
。

　

ま
た
、
今
後
ど
の
よ
う
に
検
査

を
行
っ
て
い
く
の
か
。

本
市
に
お
い
て
は
、
令
和

６
年
２
月
に
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
調
査
と
し
て
、
14
か
所
の
給
水

栓
及
び
２
か
所
の
飲
用
井
戸
で
水

質
検
査
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
い

ず
れ
も
暫
定
目
標
値
を
大
き
く
下

回
っ
て
お
り
、
安
全
性
に
問
題
が

な
い
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。
水

質
検
査
結
果
に
つ
い
て
は
本
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
る
。

　

今
後
に
お
い
て
も
、
国
の
動
向

と
暫
定
目
標
値
の
取
り
扱
い
に
つ

い
て
注
視
し
な
が
ら
、
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
調
査
を
継
続
し
、
安
心
・
安

全
な
飲
用
水
の
供
給
に
つ
な
げ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

高
所
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
場
は

ほ
ん
と
う
に
必
要
？

高
所
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
場
開

設
の
可
能
性
に
つ
い
て
、

調
査
・
研
究
し
て
い
く
と
の
こ
と

で
あ
る
が
、
調
査
・
研
究
す
る
に

も
費
用
が
発
生
す
る
。
要
ら
な
い

も
の
に
無
駄
な
お
金
を
使
う
の
で

は
な
く
、
物
価
高
騰
な
ど
で
市
民

の
生
活
が
苦
し
く
な
っ
て
い
る
今
、

も
っ
と
市
民
に
必
要
な
も
の
に
お

金
を
使
う
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
、

高
所
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
場
は
ほ
ん
と

う
に
必
要
な
も
の
な
の
か
。

高
所
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
場
の

開
設
に
当
た
っ
て
は
、
市

民
の
声
を
し
っ
か
り
と
聞
き
な
が

ら
、
必
要
の
可
否
に
つ
い
て
調
査

・
研
究
し
て
い
き
た
い
。

　

建
設
を
想
定
し
て
い
る
石
鎚
成

就
地
区
は
国
定
公
園
内
に
あ
り
、

県
知
事
の
許
可
が
必
要
と
な
る
な

ど
、
開
設
の
困
難
さ
に
つ
い
て
も

承
知
し
て
い
る
が
、
同
地
区
に
石

鎚
ス
キ
ー
場
が
既
に
あ
り
、
高
所

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
場
開
設
の
可
能
性

は
否
定
で
き
な
い
と
考
え
て
い
る
。

　

高
所
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
場
の
開
設

に
つ
い
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
効
果

が
あ
り
、
西
条
市
の
た
め
だ
け
で

は
な
く
、
日
本
の
ス
ポ
ー
ツ
界
の

振
興
と
い
う
側
面
も
あ
る
。

　

ま
た
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
経
済

効
果
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
国
・
県

に
認
め
て
い
た
だ
け
る
よ
う
期
待

し
て
い
る
。

農
地
の
貸
借
制
度
改
正
後
の

窓
口
は
ど
う
な
る
？

農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進

法
の
改
正
に
よ
り
、
農
地

の
貸
し
借
り
は
、
令
和
７
年
４
月

か
ら
原
則
と
し
て
農
地
中
間
管
理

機
構
経
由
と
な
る
が
、
市
の
対
応

窓
口
は
ど
う
な
る
の
か
。

農
地
中
間
管
理
事
業
に
関

す
る
業
務
は
、
現
在
本
庁

に
集
約
し
て
い
る
が
、
制
度
改
正

に
伴
う
業
務
増
に
対
し
て
、
本
庁

と
西
部
支
所
で
受
付
や
相
談
な
ど

の
窓
口
機
能
を
持
た
す
な
ど
、
業

務
分
担
の
最
適
化
が
必
要
で
あ
る

と
考
え
て
お
り
、
業
務
運
営
に
支

障
が
生
じ
な
い
よ
う
、
利
用
者
の

利
便
性
に
配
慮
し
た
実
施
体
制
を

整
備
し
て
い
き
た
い
。

市
長
の
考
え
は
？

高
等
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
開
設

農
業
の
振
興
を
目
的
と
し

て
丹
原
地
区
に
農
業
な
ど

の
高
等
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
を
開

設
す
る
の
か
。

人
材
育
成
と
農
業
全
般
の

発
展
の
た
め
の
大
学
を
想

定
し
て
お
り
、
詳
細
に
つ
い
て
は

今
後
、
調
査
・
研
究
し
て
い
き
た

い
。

答

令和６年第６回12月定例会　本会議

藤　

井　

武　

彦 

議
員

（
一
般
質
問
）

１　

農
地
の
貸
借
制
度
の
改
正

に
つ
い
て

２　

農
業
振
興
に
つ
い
て

問

問

問答

佐　

伯　

利　

彦 

議
員

（
一
般
質
問
）

１　

西
条
市
母
子
寡
婦
福
祉
連

合
会
へ
の
補
助
金
に
つ
い
て

２　

有
機
フ
ッ
素
化
合
物
（
Ｐ

Ｆ
Ａ
Ｓ
）
に
つ
い
て

川　

又　

由
美
恵 
議
員

（
一
般
質
問
）

１　

A
E
D
に
つ
い
て

２　

N
H
K
朝
ド
ラ
の
誘
致
に

つ
い
て

３　

広
報
紙
の
充
実
に
つ
い
て

４　

市
長
選
挙
に
お
け
る
公
約

に
つ
い
て

答 問答

良好な雪質の石鎚スキー場
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市
長
の
考
え
は
？

学
校
規
模
適
正
化

教
育
委
員
会
は
市
長
か
ら

独
立
し
て
中
立
的
な
立
場

か
ら
教
育
行
政
を
担
っ
て
お
り
、

学
校
規
模
の
適
正
化
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
現
在
、
教
育
委
員
会
の

考
え
方
と
市
長
の
考
え
方
に
相
違

が
あ
る
が
、
今
後
ど
の
よ
う
に
協

議
を
進
め
る
の
か
。

本
市
の
将
来
的
な
児
童
・

生
徒
数
の
推
計
な
ど
に
基

づ
く
と
、
学
校
教
育
の
質
を
確
保

し
て
い
く
に
は
、
統
廃
合
も
含
め

た
学
校
再
編
は
や
む
を
え
な
い
も

の
と
考
え
、
教
育
委
員
会
は
学
校

規
模
の
適
正
化
に
取
り
組
ん
で
お

り
、
同
様
の
認
識
を
持
っ
て
、
西

条
市
学
校
規
模
・
適
正
配
置
等
審

議
会
に
お
い
て
も
検
討
が
進
ん
で

い
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
小
学
校
を
統
廃
合
す

る
こ
と
は
、
将
来
的
に
地
域
の
消

滅
に
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
慎
重
に

判
断
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

今
年
度
に
つ
い
て
は
、
市
長
、

教
育
長
及
び
教
育
委
員
で
構
成
さ

れ
る
総
合
教
育
会
議
が
令
和
７
年

２
月
に
開
催
さ
れ
る
予
定
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
そ
の
会
議
の
中
で
、

議
論
し
、
で
き
る
だ
け
早
期
に
方

向
性
を
示
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

現
行
補
助
制
度
の

　
　
　
　
改
善
の
可
能
性
は
？

現
行
制
度
に
お
け
る
事
前

申
請
で
は
、
申
請
受
付
が

早
期
に
集
中
す
る
こ
と
で
、
多
く

の
市
民
が
制
度
を
利
用
で
き
な
い

状
況
が
発
生
し
て
い
る
と
考
え
る
。

飼
い
主
の
い
な
い
猫
を
捕
獲
後
に

手
術
を
実
施
し
、
そ
の
後
申
請
を

受
け
付
け
る
方
式
を
導
入
す
る
な

ど
、
制
度
の
改
善
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

本
制
度
は
動
物
愛
護
の
趣

旨
に
の
っ
と
り
、
人
と
動

物
が
共
存
す
る
豊
か
な
地
域
社
会

の
構
築
が
大
き
な
目
標
で
あ
り
、

地
域
で
活
動
を
し
て
い
る
か
た
が

た
が
活
用
し
や
す
い
制
度
を
目
指

し
て
業
務
を
継
続
的
に
見
直
し
、

改
善
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

　

当
初
申
請
時
の
頭
数
制
限
や
期

間
設
定
、
事
後
申
請
へ
の
調
査
・

研
究
な
ど
も
含
め
、
本
制
度
が
よ

り
よ
い
も
の
と
な
る
よ
う
努
め
て

い
く
。
そ
の
中
で
、
ま
ず
は
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
周
知
で
き
る

リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
の
予
算
残
額
の

可
視
化
か
ら
始
め
た
い
。

S
N
S
上
の

　
　
　
誤
情
報
へ
の
対
応
は
？

選
挙
な
ど
の
手
段
と
し
て

Ｓ
Ｎ
Ｓ
が
活
用
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
、
中
に
は
誤
情
報
や
い

き
過
ぎ
と
感
じ
る
動
画
も
散
見
さ

れ
る
。

　

内
容
は
投
稿
者
個
人
の
見
解
で

あ
り
尊
重
す
る
べ
き
で
は
あ
る
が
、

内
容
に
よ
っ
て
本
市
の
品
位
が
傷

つ
け
ら
れ
、
職
員
の
労
働
意
欲
が

阻
害
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
う
る
。

こ
の
よ
う
な
投
稿
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
に
対
応
す
る
の
か
。

市
政
に
対
す
る
誤
っ
た
情

報
は
、
行
政
へ
の
信
頼
や

市
民
の
意
思
形
成
に
深
刻
な
影
響

を
及
ぼ
す
問
題
で
あ
る
。
ま
た
、

市
と
市
民
の
信
頼
関
係
を
損
な
う

だ
け
で
な
く
、
地
域
全
体
の
成
長

を
妨
げ
る
可
能
性
が
あ
り
、
悪
質

な
場
合
は
弁
護
士
と
相
談
し
て
削

除
依
頼
や
法
的
措
置
を
検
討
す
る

な
ど
、
毅
然
と
し
た
態
度
で
対
応

す
る
必
要
が
あ
る
。

　

た
だ
し
、
市
政
に
関
す
る
批
判

や
意
見
・
ク
レ
ー
ム
は
、
政
策
の

改
善
に
つ
な
が
る
重
要
な
役
割
を

果
た
す
も
の
で
あ
る
た
め
、
市
民

が
安
心
し
て
意
見
を
発
信
で
き
る

環
境
作
り
も
重
要
で
あ
る
。

　

公
の
立
場
と
し
て
は
慎
重
に
対

応
す
る
べ
き
で
あ
り
、
当
事
者
が

特
定
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
組
織

を
含
む
当
事
者
間
で
話
し
合
う
こ

と
が
一
つ
の
解
決
策
で
あ
る
。

髙　

橋　
　
　

保 

議
員

（
一
般
質
問
）

１　

学
校
規
模
適
正
化
に
つ
い

て
２　

市
長
選
挙
に
お
け
る
公
約

に
つ
い
て

答 問

問

答

令和６年第６回12月定例会　本会議

塩　

﨑　

雄　

大 

議
員

（
一
般
質
問
）

１　

中
学
校
部
活
動
の
地
域
移

行
に
つ
い
て

２　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
市
政
に
対
す

る
誹
謗
中
傷
に
つ
い
て

三　

好　

和　

彦 

議
員

（
一
般
質
問
）

１　

飼
い
主
の
い
な
い
猫
の
不

妊
去
勢
手
術
費
用
の
補
助
に

つ
い
て

問

答

手術後に耳をカットしたさくら猫
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オ
ー
ル
西
条
で
企
業
誘
致
に

取
り
組
む
具
体
策
は
？

本
市
の
豊
富
な
水
を
生
か

し
、
水
を
多
く
必
要
と
す

る
企
業
や
医
療
・
Ｉ
Ｔ
関
連
企
業

を
積
極
的
に
誘
致
す
る
と
い
う
公

約
を
掲
げ
ら
れ
て
い
た
。
企
業
が

進
出
先
を
選
ぶ
際
に
は
、
市
か
ら

ど
の
よ
う
な
支
援
を
受
け
ら
れ
る

か
が
求
め
ら
れ
る
が
、
具
体
的
に

ど
の
よ
う
な
制
度
を
設
け
る
の
か
。

　

ま
た
、
煩
雑
な
申
請
許
可
手
続

き
を
簡
便
化
・
簡
素
化
し
、
企
業

が
ス
ム
ー
ズ
に
進
出
で
き
る
環
境

を
整
え
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、
具

体
的
に
ど
の
よ
う
な
施
策
を
講
じ

て
い
く
予
定
な
の
か
。

本
市
で
は
、
企
業
立
地
促

進
条
例
に
基
づ
く
奨
励
措

置
、
地
域
産
業
競
争
力
強
化
事
業

費
補
助
金
を
柱
と
し
て
独
自
に
補

助
制
度
を
実
施
し
て
い
る
。
本
市

の
産
業
支
援
機
関
で
あ
る
サ
イ
ク

ス
に
よ
る
創
業
支
援
を
通
じ
て
、

国
・
県
の
補
助
金
や
融
資
、
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
構
築
に
お
け
る
情
報
提

供
な
ど
を
行
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら

の
取
組
に
よ
り
企
業
な
ど
の
要
請

を
一
定
満
た
し
て
い
る
も
の
と
認

識
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
補
助
金
交
付
の
的
確
性

を
担
保
し
つ
つ
、
添
付
書
類
の
省

略
や
、
手
続
き
の
電
子
化
、
窓
口

の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
化
な
ど
、
今
後

と
も
更
な
る
簡
便
化
・
簡
素
化
に

つ
い
て
検
討
を
重
ね
、
企
業
に
と

っ
て
活
用
し
や
す
い
補
助
制
度
を

目
指
し
て
い
き
た
い
。

企
業
誘
致
に
向
け

新
た
な
工
業
用
地
の
確
保
を
！

企
業
誘
致
を
進
め
る
中
、

県
内
外
か
ら
年
間
５
件
程

度
の
工
業
用
地
に
関
す
る
問
い
合

わ
せ
が
あ
る
と
聞
く
が
、
本
市
に

は
こ
れ
に
応
え
る
工
業
用
地
が
な

い
。
積
極
的
に
企
業
誘
致
を
展
開

し
て
い
く
た
め
、
新
た
な
工
業
用

地
の
確
保
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
。

　

ま
た
、
工
業
専
用
地
域
で
あ
る

港
新
地
地
区
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
く
考
え
は
あ

る
の
か
。

企
業
か
ら
立
地
に
か
か
る

本
市
へ
の
問
い
合
わ
せ
は

年
間
数
件
あ
り
、
県
や
金
融
機
関

な
ど
と
の
連
携
に
よ
り
、
情
報
収

集
や
本
市
Ｐ
Ｒ
に
努
め
て
い
る
。

　

本
市
を
候
補
地
と
し
て
検
討
し

て
い
た
だ
く
企
業
に
対
し
て
は
、

必
要
面
積
な
ど
の
詳
細
な
条
件
を

聞
き
取
り
、
適
地
の
提
案
に
加
え

て
、
イ
ン
フ
ラ
や
所
要
手
続
き
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
本
市
の
奨
励
金
を

は
じ
め
と
す
る
、
活
用
可
能
な
補

助
金
に
か
か
る
情
報
提
供
な
ど
を

行
っ
た
上
で
、
企
業
の
要
望
に
応

じ
継
続
的
な
サ
ポ
ー
ト
を
実
施
し

て
い
る
。

　

し
か
し
、
本
市
所
有
の
工
業
用

地
は
な
く
、
民
間
所
有
地
に
お
い

て
も
、
企
業
が
求
め
る
条
件
に
合

致
す
る
広
大
な
土
地
は
限
ら
れ
て

お
り
、
複
数
の
地
権
者
と
の
交
渉

も
必
要
と
な
る
こ
と
か
ら
、
新
た

な
企
業
誘
致
は
進
み
づ
ら
い
現
状

に
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で

は
あ
る
が
、
引
き
続
き
、
企
業
ニ

ー
ズ
及
び
社
会
情
勢
な
ど
の
把
握

に
努
め
、
企
業
の
立
地
や
設
備
投

資
に
つ
な
が
る
各
種
の
取
組
を
講

じ
、
企
業
誘
致
に
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。

　

ま
た
、
工
業
専
用
地
域
な
ど
で
、

一
定
程
度
の
面
積
が
確
保
で
き
る

の
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
港
新
地

地
区
の
み
で
あ
る
が
、
当
地
域
は

海
岸
部
に
近
く
、
海
抜
ゼ
ロ
メ
ー

ト
ル
地
帯
と
な
っ
て
い
る
。
巨
大

地
震
な
ど
の
際
に
は
、
浸
水
や
液

状
化
現
象
な
ど
の
被
災
が
危
惧
さ

れ
て
い
る
。
道
路
な
ど
の
イ
ン
フ

ラ
整
備
に
当
た
っ
て
は
、
浸
水
対

策
や
液
状
化
対
策
な
ど
の
災
害
対

策
を
施
す
必
要
が
あ
り
、
整
備
に

つ
い
て
は
課
題
が
多
い
と
考
え
て

い
る
が
、
必
要
性
に
つ
い
て
は
、

じ
ゅ
う
ぶ
ん
認
識
し
て
い
る
。

　

今
後
は
企
業
の
進
出
動
向
や
整

備
中
の
他
の
路
線
の
進
捗
状
況
を

見
極
め
な
が
ら
、
整
備
に
向
け
た

検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

答

令和６年第６回12月定例会　本会議

答

問
自
民
ク
ラ
ブ

自
民
ク
ラ
ブ

問 佐
々
木　
　
　

充 

議
員

（
一
般
質
問
）

１　

企
業
の
誘
致
・
創
業
に
対

す
る
支
援
に
つ
い
て

２　

著
作
権
を
適
切
に
取
り
扱

う
た
め
の
取
組
に
つ
い
て

３　

燃
料
油
価
格
の
高
騰
に
対

す
る
取
組
に
つ
い
て

藤　

田　

節　

雄 

議
員

（
代
表
質
問
）

１　

公
約
実
現
に
向
け
た
今
後

の
市
政
運
営
に
つ
い
て

サイクスによる相談窓口

埋め立てが進む西ひうちの県産業廃棄物処理用地
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競
技
に
影
響
が
及
ぶ
フ
ェ
ン
ス

設
置
を
見
直
す
考
え
は
？

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場

高
齢
者
が
ス
ポ
ー
ツ
に
取

り
組
む
こ
と
は
、
身
体
的

に
も
心
理
的
に
も
多
く
の
メ
リ
ッ

ト
が
あ
る
。
高
齢
者
の
健
康
を
推

進
す
る
た
め
に
、
老
朽
化
が
進
む

ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備
は
急
務
で

あ
る
。

　

特
に
、
小
松
中
央
公
園
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
場
は
、
公
益
社
団
法

人
日
本
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
協

会
の
認
定
コ
ー
ス
で
あ
り
、
多
く

の
高
齢
者
が
利
用
し
て
い
る
が
、

令
和
２
年
に
い
の
し
し
に
よ
る
被

害
を
受
け
て
か
ら
、
４
年
が
経
過

し
て
い
る
。
市
は
、
い
の
し
し
に

荒
ら
さ
れ
た
箇
所
は
芝
生
の
復
旧

は
行
わ
ず
、
そ
の
境
に
頑
丈
な
固

定
フ
ェ
ン
ス
を
設
置
す
る
工
事
に

着
手
し
て
い
る
が
、
競
技
に
影
響

を
及
ぼ
す
た
め
、
工
事
を
見
直
す

考
え
は
な
い
の
か
。

現
状
と
し
て
、
使
用
エ
リ

ア
と
使
用
中
止
エ
リ
ア
の

境
に
ス
チ
ー
ル
製
の
防
護
柵
を
設

置
し
て
い
る
が
、
既
存
の
芝
生
部

分
を
確
実
に
守
る
た
め
に
、
現
在
、

よ
り
強
固
な
固
定
式
鉄
製
フ
ェ
ン

ス
の
設
置
を
施
工
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。
フ
ェ
ン
ス
の
一
部
は
、

開
閉
可
能
な
仕
様
と
し
て
い
る
た

め
、
使
用
中
止
エ
リ
ア
の
維
持
管

理
作
業
も
可
能
な
状
況
と
な
っ
て

い
る
。

　

現
状
の
認
定
コ
ー
ス
に
よ
り
、

競
技
運
営
に
支
障
を
来
し
て
い
な

い
た
め
、
使
用
を
中
止
し
て
い
る

エ
リ
ア
に
つ
い
て
は
修
復
す
る
予

定
は
な
い
が
、
こ
れ
以
上
、
い
の

し
し
の
被
害
が
広
が
ら
な
い
よ
う
、

現
在
、
い
の
し
し
の
被
害
が
な
い

認
定
コ
ー
ス
を
保
守
す
る
こ
と
を

最
優
先
と
し
、
既
存
の
芝
生
部
分

を
守
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

開
設
に
向
け
た
取
組
は
？

市
内
高
等
学
校
の
福
祉
コ
ー
ス

市
内
高
等
学
校
で
福
祉
コ

ー
ス
が
開
設
さ
れ
た
場
合
、

同
コ
ー
ス
で
は
具
体
的
に
ど
の
よ

う
な
科
目
や
内
容
を
学
ぶ
こ
と
が

で
き
る
の
か
。
ま
た
、
福
祉
に
関

す
る
実
習
や
地
域
と
の
連
携
な
ど

の
実
践
的
な
学
び
の
機
会
も
検
討

さ
れ
て
い
る
の
か
。

　

更
に
、
開
設
校
及
び
時
期
は
、

ど
の
よ
う
に
見
込
ん
で
い
る
の
か
。

学
習
内
容
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
か
ら
関
係
各
所
・
機

関
と
調
整
し
て
い
く
が
、
介
護
福

祉
や
社
会
福
祉
関
係
の
国
家
資
格

取
得
の
た
め
の
教
科
履
修
を
考
え

て
い
る
。
ま
た
、
実
際
の
介
護
現

場
や
地
域
で
の
体
験
学
習
が
必
要

で
あ
る
た
め
、
市
内
の
介
護
事
業

者
や
地
域
へ
丁
寧
に
説
明
し
、
実

習
な
ど
の
履
修
へ
の
理
解
・
協
力

を
求
め
て
い
き
た
い
。

　

な
お
、
福
祉
コ
ー
ス
の
開
設
に

つ
い
て
、
現
時
点
で
は
白
紙
の
状

態
で
あ
り
、
関
係
各
所
・
機
関
に

あ
ら
た
め
て
開
設
に
係
る
要
望
を

し
て
い
き
た
い
。

ど
う
取
り
組
む
？

教
職
員
の
労
働
環
境
改
善

教
育
の
質
的
向
上
の
た
め

に
は
、
教
職
員
の
労
働
環

境
の
改
善
が
欠
か
せ
な
い
が
、
業

務
が
増
大
・
過
多
と
な
っ
て
い
る

教
職
員
の
心
的
負
担
軽
減
の
た
め

の
相
談
体
制
強
化
や
専
門
家
に
よ

る
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
な
ど
の
心
理

的
サ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て
、
ど
の
よ

う
に
充
実
し
て
い
く
の
か
。

教
職
員
の
心
理
面
で
の
サ

ポ
ー
ト
に
つ
い
て
、
県
教

育
委
員
会
で
は
、
教
職
員
の
た
め

の
学
校
内
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
配
置

や
年
１
回
の
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク

実
施
に
よ
り
、
教
職
員
が
自
身
の

心
の
健
康
状
態
を
把
握
で
き
る
体

制
を
整
え
て
い
る
。
更
に
、
今
年

度
か
ら
Ａ
Ｉ
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
シ

ス
テ
ム
を
導
入
し
、
24
時
間
オ
ン

ラ
イ
ン
で
の
相
談
や
心
の
状
態
の

診
断
を
実
施
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
市
教
育
委
員
会
で
も
ピ

ア
サ
ポ
ー
ト
（
職
場
で
の
相
互
支

援
）
や
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ

ン
ス
（
仕
事
と
生
活
の
調
和
）
を

推
進
し
、
教
職
員
の
心
身
の
過
労

や
疲
労
の
軽
減
及
び
蓄
積
防
止
を

図
っ
て
い
き
た
い
。

森　

川　

亜　

紀 

議
員

（
一
般
質
問
）

１　

市
内
高
等
学
校
に
お
け
る

福
祉
コ
ー
ス
の
開
設
に
向
け

た
認
識
に
つ
い
て

２　

教
育
環
境
の
充
実
に
つ
い

て問

答

問

令和６年第６回12月定例会　本会議

問答

答

井　

上　

浩　

二 

議
員

（
一
般
質
問
）

１　

高
齢
者
に
対
す
る
ス
ポ
ー

ツ
の
推
進
に
つ
い
て

いのしし被害の拡大防止に固定フェンスを設置工事中
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電
位
治
療
器
の
安
全
性
は
？

耐
用
年
数
を
超
過
し
た
電

位
治
療
器
を
使
用
し
続
け

る
際
の
安
全
性
に
つ
い
て
、
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

既
存
の
電
位
治
療
器
に
つ

い
て
は
、
メ
ー
カ
ー
に
よ

る
保
守
点
検
の
終
了
後
も
職
員
に

よ
る
日
々
の
点
検
に
よ
り
、
一
定

の
安
全
は
確
保
で
き
る
も
の
と
考

え
て
い
る
。

よ
り
充
実
し
た
重
層
的

支
援
体
制
の
構
築
を
！

重
層
的
支
援
体
制
の
充
実

に
向
け
て
、
今
後
、
ど
の

よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

市
内
部
の
部
署
に
と
ど
ま

ら
ず
、
あ
ら
ゆ
る
関
係
機

関
と
も
連
携
し
、
支
援
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
今
後
も
、
各
部
署
・

各
機
関
と
の
連
携
を
更
に
強
化
し
、

職
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
な
ど
も
含

め
、
よ
り
丁
寧
で
、
人
に
寄
り
添

っ
た
対
応
に
努
め
た
い
。

近
代
建
築
物
を
活
用
し

西
条
の
魅
力
発
信
を
！

市
内
の
近
代
建
築
物
を
、

観
光
振
興
に
活
用
す
る
考

え
は
あ
る
の
か
。

本
市
に
は
複
数
の
近
代
建

築
物
が
あ
る
が
、
そ
の
多

く
は
民
間
の
所
有
で
、
保
全
・
活

用
状
況
な
ど
は
把
握
し
て
い
な
い
。

　

近
代
建
築
に
限
ら
ず
建
築
を
題

材
と
し
た
ツ
ー
リ
ズ
ム
な
ど
は
観

光
誘
客
に
効
果
が
あ
る
た
め
、
株

式
会
社
ソ
ラ
ヤ
マ
い
し
づ
ち
や
西

条
市
観
光
物
産
協
会
と
連
携
し
、

建
築
物
の
ツ
ー
リ
ズ
ム
活
用
の
可

能
性
に
つ
い
て
研
究
し
た
い
。

ど
う
取
り
組
む
？

学
校
規
模
適
正
化

学
校
規
模
適
正
化
は
、
地

域
の
在
り
方
に
関
わ
る
重

要
な
こ
と
で
あ
る
が
、
校
区
ご
と

の
意
見
を
反
映
で
き
て
い
る
の
か
。

教
育
委
員
会
と
し
て
は
、

あ
く
ま
で
も
教
育
的
見
地

か
ら
、
児
童
・
生
徒
に
よ
り
よ
い

教
育
環
境
を
提
供
す
る
と
い
う
観

点
で
、
一
定
の
学
校
規
模
が
必
要

と
判
断
し
て
お
り
、
市
内
全
て
の

校
区
を
同
一
の
視
点
で
捉
え
、
慎

重
に
審
議
を
進
め
て
い
る
。

安
心
の
介
護
保
険
制
度
と

福
祉
の
充
実
を
求
め
る
！

介
護
施
設
へ
の
入
所
待
機

者
は
ど
の
程
度
い
る
の
か
。

令
和
４
年
４
月
時
点
で
、

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
へ

の
入
所
を
希
望
し
て
い
る
が
、
入

所
で
き
ず
待
っ
て
い
る
要
介
護
３

か
ら
５
の
う
ち
在
宅
者
数
は

142
人

と
な
っ
て
い
る
。

答 問

問

問

問

答

答

  

会
派
に

会
派
に

      

属
さ
な
い
議
員

属
さ
な
い
議
員

髙　

橋　

章　

哲 

議
員

（
一
般
質
問
）

１　

近
代
建
築
物
を
活
用
し
た

観
光
振
興
に
つ
い
て

令和６年第６回12月定例会　本会議

城　

戸　
　
　

力 

議
員

（
議
案
質
疑
）

１　

脱
炭
素
社
会
推
進
事
業
に

つ
い
て

（
一
般
質
問
）

１　

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
等
の

電
位
治
療
器
に
つ
い
て

２　

猫
の
多
頭
飼
育
問
題
に
つ

い
て

市　

川　

み
ど
り 

議
員

（
一
般
質
問
）

１　

学
校
規
模
適
正
化
に
つ
い

て
２　

保
育
園
・
認
定
こ
ど
も
園

へ
の
入
所
に
つ
い
て

越　

智　

由
美
子 

議
員

（
議
案
質
疑
）

１　

西
条
市
下
水
道
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い

て
（
一
般
質
問
）

１　

自
転
車
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
購

入
補
助
に
つ
い
て

２　

介
護
現
場
の
現
状
に
つ
い

て

答

  
公
明
党

公
明
党

    
西
条
市
議
団

西
条
市
議
団

髙　

橋　

淑　

子 

議
員

（
一
般
質
問
）

１　

重
層
的
支
援
体
制
の
充
実

に
つ
い
て

２　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
つ

い
て

問答
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特集記事

決算審査特別委員会報告
令令和５年度 和５年度 決算をチェック！決算をチェック！

ＬＯＶＥ　ＳＡＩＪＯポイント推進
業務委託料について

Q　ポイント取扱店舗が減少した理由は？
A　 取扱店舗に消費額の１パーセント分を地域応援協
　力金として負担いただき利用者に還元することとし
　たが、これに御理解いただけなかった店舗があり120
　店舗減少した。一方、ＳＤＧｓ推進協議会のポータ
　ルサイトを広報として活用できるメリットを伝える
　ことなどにより、新規取扱店舗が50店舗増加し、結
　果として70店舗の減少となった。

総務費 ねんりんピック西条市実行委員会
負担金について

Q　ねんりんピック開催の効果は？
A　 ふれあいスポーツ交流大会として、本市ではサッ
　カーと太極拳を開催し、両競技で529人の選手、監
　督をはじめ多くのかたにお越しいただいた。最大３
　泊４日の日程で本市を訪れ、合計で約1,000泊以上
　の宿泊があり、一人１日当たりの消費額を過去の国
　体の例に倣うと、約2,200万円以上の経済効果があ
　ったと推計される。

民生費

救急安心センター事業費負担金
について

Q　事業の成果は？
A　本事業での相談件数は、愛媛県内で１万3,376件に
　対し、本市は1,015件であった。そのうち、相談の結
　果、直ちに119番通報すべき、若しくは、今すぐ受診
　すべきとの助言に至ったのは336件、約33パーセント
　であり、潜在している重症者、緊急度の高い疾患を
　早期に医療につなげる効果が見られ、本事業を通し
　て、市民に対し安心感を提供することができたと考
　えている。

消防費

　令和６年９月定例会において提出された、令和５年度一般会計及び
特別会計歳入歳出決算並びに水道、病院、公共下水道事業会計決算の
認定に係る議案４件について、監査委員を除く全議員で構成する決算
審査特別委員会を設置し、分科会ごとに９月30日に現地調査を、10月
１日・２日に書面審査を実施しました。
　また、11月18日には決算審査特別委員会を開催し、各分科会におけ
る審査内容の報告を行い、令和６年12月定例会初日（12月10日）に、
委員長から審査の概要と結果の報告が行われ、いずれも認定しました。
　このページでは、委員会での審査の一部をお知らせします。

新規就農者確保事業費補助金
について

Q　予算の執行率が半分以下となった理由は？
A　 経営開始資金として令和４年度以前からの継続受
　給者９名分と令和５年度の新規就農候補者11名分
　を、経営発展支援事業として就農時に農業機械など
　の導入を希望する８名分を予算措置していた。しか
　し、補助金受給に向けた調整の中で、親元や農業法
　人でもう少し経験を積むことを希望されたかた、離
　農による補助金返還リスクを考慮して機械購入を控
　えたかたがいたことなどが、不用額が生じた原因で
　あると考えている。

農林水産業費

地域包括支援センター運営委託事業
について
Q　市内５か所に設置している同センターの現状
　及び地域や公民館との連携はどのようになって
　いるのか？
A　 地域包括ケアシステムの実現のため、公民館が高
　齢者の困り事のつなぎ役として機能できるように同
　センターとの連携の構築、充実を図っているところ
　である。また、公民館が持つ人脈、ネットワークを
　生かし、同センターの活動を周知するとともに、生
　活支援コーディネーターと公民館の職員が交流する
　ことで、関係性を高め、引き続き地域包括ケアシス
　テムを推進する体制整備に取り組んでいきたい。

介護保険
特別会計

西条市立周桑病院について

Q　 病床利用率が前年度よりも下がった理由及び
　経営状況が悪化した理由は？
A　 外来患者の減少や、多くの入院患者を診察してい
　た内科医が１名退職したことが要因であると考えて
　いる。経営状況の改善には医師の確保が重要であり
　愛媛大学にも働きかけを行いながら、まずは医師を
　１名確保していきたい。更に、指定管理者である医
　療法人専心会でも、入院患者や人間ドック利用者の
　増加に向け努力していただいている。また、訪問介
　護ステーションを立ち上げ、訪問看護を始めるなど
　経営状況の改善に尽力していただいている。

病院事業会計
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新
た
に
建
設
予
定
で
あ
る
新
居
浜

市
南
消
防
署
の
３
階
部
分
に
消
防

指
令
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、
運
用
す
る

た
め
に
必
要
な
経
費
を
３
市
で
案
分
し

て
負
担
す
る
こ
と
と
な
る
が
、
現
在
、

経
費
面
に
お
い
て
課
題
な
ど
は
な
い
の

か
。
ま
た
、
同
セ
ン
タ
ー
は
女
性
消
防

職
員
に
も
配
慮
し
た
レ
イ
ア
ウ
ト
と

な
っ
て
い
る
の
か
。

専
門
部
会
で
あ
る
総
務
部
会
な
ど

で
協
議
・
検
討
を
進
め
て
い
る
が
、

現
時
点
で
問
題
点
な
ど
は
抽
出
さ
れ
て

い
な
い
。
ま
た
、
仮
眠
室
や
更
衣
室
、

ト
イ
レ
な
ど

は
、
男
性
消

防
職
員
と
区

画
分
け
し
て

お
り
、
女
性

消
防
職
員
に

配
慮
し
た
も

の
に
な
っ
て

い
る
。

　

本
請
願
の
審
査
に
際
し
、
委
員
か
ら

は
次
の
意
見
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

（
採
択
と
す
る
意
見
の
要
旨
）

　

全
て
の
子
ど
も
た
ち
に
質
の
高
い
給

食
を
届
け
、
よ
い
教
育
環
境
を
保
障
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
全
国
一

律
の
制
度
と
し
て
国
が
財
源
を
保
障
す

べ
き
と
考
え
る
。

　

学
校
給
食
無
償
化
の
実
現
を
国
に
求

め
る
全
国
の
動
き
に
遅
れ
を
と
る
こ
と

の
な
い
よ
う
採
択
す
べ
き
で
あ
る
。

（
不
採
択
と
す
る
意
見
の
要
旨
）

　

本
市
で
は
、
経
済
的
理
由
に
よ
り
生

活
に
困
窮
さ
れ
て
い
る
世
帯
に
は
、
生

活
保
護
制
度
に
よ
る
教
育
扶
助
や
就
学

援
助
制
度
に
よ
り
、
児
童
・
生
徒
の
学

校
給
食
費
は
全
額
援
助
が
行
わ
れ
て
い

る
た
め
、
保
護
者
の
負
担
の
軽
減
は
図

ら
れ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

　

そ
の
た
め
、
国
に
対
し
、
学
校
給
食

の
無
償
化
を
求
め
る
意
見
書
を
提
出
す

る
必
要
性
は
低
い
こ
と
か
ら
、
不
採
択

と
す
べ
き
と
考
え
る
。

令和６年第６回12月定例会
常任委員会 レポート

１
者
か
ら
指
定
管
理
者
を
選
定
す

る
状
況
が
続
き
、
競
争
の
原
理
が

働
い
て
い
る
の
か
疑
問
で
あ
る
が
、
現

状
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
の
か
。

株
式
会
社
西
条
産
業
情
報
支
援
セ

ン
タ
ー
が
こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た

中
小
企
業
支
援
な
ど
の
実
績
を
踏
ま
え
、

地
域
産
業
の
活
性
化
や
交
流
人
口
増
加

が
見
込
め
る
と
し
て
１
者
に
し
て
い
る
。

公
の
施
設
で
の
指
定
管
理
者
制
度

に
つ
い
て
、
経
費
削
減
を
図
る
上

で
も
見
直
す
時
期
が
来
て
い
る
の
で
は

な
い
の
か
。

各
施
設
の
管
理
実
績
な
ど
に
応
じ

て
１
者
を
選
定
し
て
い
る
場
合
も

あ
れ
ば
、
公
募
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず

１
者
と
な
る
場
合
も
あ
る
。
条
件
面
に

関
し
て
は
、
全
庁
的
な
も
の
を
含
め
て

精
査
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
、
更
新
の

際
に
は
、
自
分
た
ち
で
運
営
す
る
と
い

う
こ
と
も
検
討
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

産
業
建
設
委
員
会•

分
科
会
　
12
月
20
日

　
開　
　
催

付
託
議
案　
７
件

請　
　
願　
１
件

西
条
市
食
の
創
造
館
の

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

ＱＡ

環
境
消
防
委
員
会•

分
科
会

付
託
議
案　
３
件

愛
媛
東
予
東
部
消
防
指
令

　

セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
に
つ
い
て

Ｑ

Ａ
　
12
月
23
日

　
開　
　
催

津
島
水
道
企
業
団
が
構
成
団
体
か

ら
脱
退
す
る
こ
と
に
よ
り
、
本
市

へ
ど
の
よ
う
な
影
響
が
あ
る
の
か
。

同
企
業
団
は
、
同
事
務
組
合
に
お

い
て
退
職
手
当
の
関
係
事
務
を
行

っ
て
お
り
、
構
成
団
体
か
ら
脱
退
す
る

こ
と
に
よ
る
本
市
へ
の
影
響
は
な
い
。

総
務
委
員
会•

分
科
会

付
託
議
案　
４
件

請　
　
願　
１
件

ＱＡ

　
12
月
20
日

　
開　
　
催

愛
媛
県
市
町
総
合
事
務
組
合
か
ら

　

の
構
成
団
体
の
脱
退
に
伴
う

　
　
　
　
　

財
産
処
分
に
つ
い
て

福
祉
文
教
委
員
会•

分
科
会

付
託
議
案　
６
件

請　
　
願　
１
件

学
校
給
食
の
無
償
化
を

　
　
　
　

求
め
る
請
願
に
つ
い
て

　
12
月
23
日

　
開　
　
催

愛媛東予東部消防指令センター
建設予定地の現地調査の様子

ＱＡ

愛媛県市町総合事務組合とは？
　愛媛県市町総合事務組合は、市や町な
どで構成される複合的一部事務組合です。
　事務内容は、構成団体の①退職手当、
②消防団員等公務災害補償及び退職報償
金、③交通災害共済、④自治会館、⑤市
町議会議員の公務災害補償等の５分野で
共同処理事務を行っています。
　西条市は②の事業について構成団体に
なっています。
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第
３
期
西
条
市
総
合
計
画
及
び
西
条

市
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
総

合
戦
略
の
策
定
に
係
る
最
終
報
告

　

第
３
期
西
条
市
総
合
計
画
は
、
第
２

期
西
条
市
総
合
計
画
の
目
的
を
引
き
継

ぎ
つ
つ
、
近
年
の
少
子
高
齢
化
や
環
境

問
題
、
自
然
災
害
の
頻
発
・
甚
大
化
、

更
に
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達
成
に
向
け
た
取

組
が
求
め
ら
れ
る
な
ど
、
社
会
情
勢
が

大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
時
期
に

策
定
さ
れ
る
極
め
て
重
要
な
計
画
で
す
。

　

こ
う
し
た
時
代
背
景
の
下
、
厳
し
い

財
政
状
況
の
中
に
あ
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま

な
行
政
課
題
に
的
確
に
対
応
し
、
市
が

標
榜
す
る
「
人
が
つ
ど
い　

ま
ち
が
輝

く　

快
適
環
境
実
感
都
市
」
の
実
現
が

図
ら
れ
る
よ
う
、
議
会
と
し
て
も
計
画

の
策
定
に
積
極
的
に
関
わ
っ
て
き
ま
し

た
。

　

ま
ず
、
９
月
17
日
に
開
催
し
た
第
５

回
委
員
会
に
お
い
て
は
、
７
月
26
日
か

ら
８
月
26
日
に
実
施
し
た
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
の
結
果
の
報
告
と
、
第
２
回

総
合
計
画
審
議
会
及
び
総
合
教
育
会
議

に
お
け
る
意
見
を
受
け
て
修
正
を
し
た

内
容
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

委
員
か
ら
、
総
合
計
画
（
案
）
に
Ｌ

Ｏ
Ｖ
Ｅ　

Ｓ
Ａ
Ｉ
Ｊ
Ｏ
ポ
イ
ン
ト
に
関

す
る
記
述
が
な
い
こ
と
に
つ
い
て
、
ど

の
よ
う
な
意
図
が
あ
る
の
か
た
だ
し
た

と
こ
ろ
、
基
本
計
画
は
、
今
後
10
年
間

の
本
市
が
進
む
べ
き
大
き
な
方
向
性
を

示
す
も
の
で
、
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ　

Ｓ
Ａ
Ｉ
Ｊ

Ｏ
ポ
イ
ン
ト
な
ど
、
事
業
や
計
画
を
進

め
る
た
め
の
具
体
的
な
手
法
に
つ
い
て

は
、
実
施
計
画
に
お
い
て
検
討
を
進
め

て
い
き
た
い
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

第
３
期
西
条
市
総
合
計
画
の
表
紙
イ
メ
ー
ジ

　

更
に
、
脱
炭
素
社
会
の
実
現
を
目
指

し
て
、
市
域
の
二
酸
化
炭
素
の
排
出
量

を
削
減
す
る
目
標
を
掲
げ
て
い
る
こ
と

に
つ
い
て
、
排
出
量
の
測
定
方
法
を
た

だ
し
た
と
こ
ろ
、
実
際
に
排
出
さ
れ
て

い
る
ガ
ス
を
測
定
す
る
の
で
は
な
く
、

施
設
か
ら
排
出
さ
れ
る
ご
み
の
量
な
ど

か
ら
、
国
の
定
め
る
基
準
に
基
づ
き
算

定
し
て
い
る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
12
月
24
日
に
開
催
し
た
第
６

回
委
員
会
に
お
い
て
は
、
９
月
の
本
委

員
会
以
降
に
本
計
画
の
指
標
の
一
部
を

最
新
の
数
値
に
修
正
し
た
こ
と
に
つ
い

て
、
ま
た
、
10
月
８
日
に
開
催
さ
れ
た

第
３
回
総
合
計
画
審
議
会
に
お
い
て
承

認
さ
れ
た
答
申
書
が
同
審
議
会
会
長
か

ら
市
長
に
手
交
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

以
上
の
よ
う
な
調
査
な
ど
の
過
程
を

通
じ
、
12
月
定
例
会
に
提
出
さ
れ
た
第

３
期
西
条
市
総
合
計
画
基
本
構
想
の
策

定
に
つ
い
て
審
査
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、

全
会
一
致
に
よ
り
原
案
の
と
お
り
可
決

し
ま
し
た
。

総
合
計
画
等
検
討
特
別
委
員
会

　

特
別
委
員
会
設
置
以
降
、
実
施
し
て

き
た
議
会
運
営
の
検
証
及
び
議
会
の
活

性
化
に
関
す
る
調
査
・
研
究
に
つ
い
て

議
長
へ
報
告
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

　

「
政
務
活
動
費
の
充
実
・
強
化
」

  「
議
会
の
議
決
事
件
の
追
加
」
「
議
案

に
対
す
る
議
員
間
の
自
由
討
議
」
の
検

討
項
目
に
つ
い
て
は
、
次
期
改
選
後
の

議
会
に
お
い
て
も
、
引
き
続
き
検
討
す

べ
き
も
の
と
し
て
申
し
送
る
に
と
ど
ま

り
ま
し
た
。
な
お
、
市
議
会
だ
よ
り
の

編
集
方
法
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り

報
告
し
ま
し
た
。

 「
市
議
会
だ
よ
り
の

　
　
　
　
　
　

編
集
方
法
に
つ
い
て
」

●　

質
疑
・
一
般
質
問
の
記
事
は
議
員

　

一
人
当
た
り
の
ス
ペ
ー
ス
を
均
等
に

　

掲
載
す
る
。

●　

代
表
質
問
に
つ
い
て
は
、
会
派
構

　

人
数
に
応
じ
て
掲
載
す
る
。

●　

発
言
内
容
な
ど
の
詳
細
が
分
か
る

　

よ
う
本
会
議
の
録
画
配
信
へ
リ
ン
ク

　

す
る
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
活
用
す
る
。

●　

現
在
「
次
期
定
例
会
の
告
示
日
ま

　

で
」
と
な
っ
て
い
る
本
会
議
の
録
画

　

配
信
期
間
を
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
の
活
用
に

　

合
わ
せ
、
延
長
し
て
当
面
の
間
配
信

　

す
る
。

令和６年第６回12月定例会　特別委員会調査報告

本会議や委員会
などの
会議録検索→

録画配信
（YouTube）→

本会議の発言については

議
会
活
性
化
特
別
委
員
会
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　12月定例会最終日（令和７年１月９日）に、議員提出議案と
して次の意見書が提出され、審議の結果、全会一致で原案可決
し、内閣総理大臣はじめ関係機関に送付しました。

女性差別撤廃条約選択議定書の速やかな批准を求める意見書

　1979年、第34回国連総会において、女子に対するあらゆる
形態の差別の撤廃に関する条約（以下「条約」という。）が採
択されており、現在、日本を含む189か国が条約締約国となっ
ている。
　1999年には、第54回国連総会において、この条約の実効性
を高めるために個人通報制度と調査制度を認めた条約の選択議
定書が採択され、2000年に発効している。現在、条約締約国
189か国のうち115か国が選択議定書を批准しているが、日本
はまだこれを批准していない。
　選択議定書の個人通報制度とは、条約で保障された女性の権
利を侵害され、国内の救済手続きを尽くした後、個人又は集団
が国連の女性差別撤廃委員会に直接通報し、この通報を委員会
が審議して見解を出すもので、この見解は法的な拘束力を持つ
ものではないが国際的にも国内的にもその影響は小さくない。
そのため、選択議定書の批准により、国際的な人権基準に基づ
いて、女性の人権侵害の救済と人権保障の強化ができる。
　これに対して、政府は「個人通報制度の受入れに当たっては、
我が国の司法制度や立法政策との関連での問題の有無及び個人
通報制度を受け入れる場合の実施体制等の検討課題があると認
識している」としつつも、第５次男女共同参画基本計画におい
て「選択議定書については、諸課題の整理を含め、早期締結に
ついて真剣な検討を進める」としている。
　2024年６月、世界経済フォーラムが発表した世界各国の男女
平等の度合いを示す「ジェンダー・ギャップ指数2024」におい
て、日本は146か国中118位と低い状況である。また、同年10
月、国連の女性差別撤廃委員会は、日本政府に対して、選択議
定書の批准を重ねて勧告している。
　このような中、男女平等社会の実現に向けた更なる取組が
急務となっており、選択議定書の批准は、
こうした現状を変える大きな一歩になる。
　よって、国においては、我が国の司法
制度や立法政策との関連課題が早急に解
決されるよう環境整備を進め、条約の実
効性を高めるために選択議定書を速やか
に批准すことを 強く要望する。

　

暦
の
上
で
は
立
春
を
迎
え
ま
す

が
、
し
ば
ら
く
は
春
は
名
の
み
で

す
。
水
ぬ
る
む
頃
、
私
た
ち
市
議

会
は
新
し
い
ス
タ
ー
ト
を
切
る
こ

と
に
な
り
、
次
号
か
ら
編
集
委
員

会
も
新
し
い
委
員
に
引
き
継
ぎ
ま

す
。

　

今
後
と
も
、
御
愛
読
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

市
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

委  

員  

長　

藤　

井　

武　

彦

副
委
員
長　

川　

又　

由
美
恵

委　
　

員　

御　

荘　

秀　

樹

〃　　
　

髙　

橋　

章　

哲

〃　　
　

西　

坂　
　
　

壽

〃　　
　

藤　

田　

節　

雄

〃　　
　

行　

元　
　
　

博

〃　　
　

一　

色　

輝　

雄

〃　　
　

武　

田　
　
　

功
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議

会
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委
員

会

教
育
長
の
任
命

　

教
育
長
に
、

　
　

青　

野　

信　

樹　

氏

を
任
命
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し

た
。国へ意見書を提出しました 公

平
委
員
会
委
員
の
任
命

　

公
平
委
員
会
委
員
に

　
　

村　

上　

和　

也　

氏

を
任
命
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し

た
。

選
挙
管
理
委
員
及
び

　
　
　

同
補
充
員
の
選
挙

　

任
期
満
了
に
伴
う
選
挙
管
理
委

員
及
び
同
補
充
員
の
選
挙
を
行
い
、

選
挙
の
結
果
、
次
の
か
た
が
た
が

そ
れ
ぞ
れ
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

選
挙
管
理
委
員

梶　

本　
　
　

環　

氏

砂　

田　

宏　

司　

氏

余　

吾　

和　

夫　

氏

黒　

河　

利　

広　

氏

同
補
充
員

一　

色　

雅　

典　

氏

植　

木　

基　

司　

氏

石　

川　

裕　

康　

氏

德　

永　

米　

子　

氏

　

今
号
の
表
紙
の
写
真
は
、

応
募
い
た
だ
い
た
作
品
の
中

か
ら
、
凧
作
り
教
室
の
写
真

を
採
用
し
ま
し
た
。
１
月
４

日
に
東
予
運
動
公
園
で
開
催

さ
れ
た
子
ど
も
凧
揚
げ
大
会

で
は
、
獅
子
舞
の
披
露
の
あ

と
、
た
く
さ
ん
の
凧
が
大
空

を
舞
い
、
元
気
な
声
が
響
き

ま
し
た
。 編

集
後
記

令和６年第６回12月定例会


